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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワークを介して再生装置にコンテンツを提供するコンテンツ提供装置であって、
　デジタルデータを取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得されたデジタルデータからコンテンツを生成するための複数の
処理を実行する処理手段と、
　前記取得されたデジタルデータからコンテンツを生成するために前記処理手段により実
行可能な複数の処理の中から前記処理手段が実行する処理を前記再生装置が決定できるよ
うに、前記取得されたデジタルデータからコンテンツを生成するために前記処理手段によ
り実行可能な複数の処理の種別と、前記取得されたデジタルデータからコンテンツを生成
するために前記処理手段により実行可能な複数の処理の種別のうち、前記取得手段による
デジタルデータの取得時に設定されていた処理の種別とを前記再生装置において特定可能
とするコンテンツ情報を、前記再生装置へ送信する送信手段と
　を有し、
　前記送信手段が送信する前記コンテンツ情報は、前記取得されたデジタルデータからコ
ンテンツを生成するために前記処理手段により実行可能な複数の処理の種別と、前記複数
の種別の処理のそれぞれを前記処理手段が実行することにより生成された複数のコンテン
ツのそれぞれを取得するためのアドレスと、前記取得手段によるデジタルデータの取得時
に設定されていた処理の種別とを前記再生装置において特定可能とすることを特徴とする
コンテンツ提供装置。
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【請求項２】
　前記送信手段は、前記取得手段により取得されたデジタルデータに対して前記再生装置
により指定された処理が実行されて生成されたコンテンツと共に、前記コンテンツ情報を
前記再生装置に送信する
　ことを特徴とする請求項１記載のコンテンツ提供装置。
【請求項３】
　前記コンテンツ情報が示す処理の種別には、前記取得手段により取得された画像データ
のコントラスト比を向上させた画像コンテンツを生成する第１の色変換処理に対応する種
別と、前記取得手段により取得された画像データからモノクロの画像コンテンツを生成す
るための第２の色変換処理に対応する種別とが含まれることを特徴とする請求項１又は２
記載のコンテンツ提供装置。
【請求項４】
　前記コンテンツ情報が示す処理の種別には、前記取得手段により取得された画像データ
に対して前記処理手段による処理を行わずに送信することを示す種別が含まれることを特
徴とする請求項１乃至３のうち、いずれか１項記載のコンテンツ提供装置。
【請求項５】
　ネットワークを介して再生装置にコンテンツを提供するコンテンツ提供装置が行う処理
方法であって、
　デジタルデータを取得する取得工程と、
　前記取得工程により取得されたデジタルデータからコンテンツを生成するための複数の
処理を実行する処理工程と、
　前記取得されたデジタルデータからコンテンツを生成するために前記処理工程により実
行可能な複数の処理の中から前記処理工程が実行する処理を前記再生装置が決定できるよ
うに、前記取得されたデジタルデータからコンテンツを生成するために前記処理工程によ
り実行可能な複数の処理の種別と、前記取得されたデジタルデータからコンテンツを生成
するために前記処理工程により実行可能な複数の処理の種別のうち、前記取得工程による
デジタルデータの取得時に設定されていた処理の種別とを前記再生装置において特定可能
とするコンテンツ情報を、前記再生装置へ送信する送信工程と
　を有し、
　前記送信工程で送信される前記コンテンツ情報は、前記取得されたデジタルデータから
コンテンツを生成するために前記処理工程で実行可能な複数の処理の種別と、前記複数の
種別の処理のそれぞれを前記処理工程で実行することにより生成された複数のコンテンツ
のそれぞれを取得するためのアドレスと、前記取得工程におけるデジタルデータの取得時
に設定されていた処理の種別とを前記再生装置において特定可能とすることを特徴とする
処理方法。
【請求項６】
　ネットワークを介して再生装置にコンテンツを提供するコンピュータに、
　デジタルデータを取得する取得手順と、
　前記取得手順により取得されたデジタルデータからコンテンツを生成するための複数の
処理を実行する処理手順と、
　前記取得されたデジタルデータからコンテンツを生成するために前記処理手順により実
行可能な複数の処理の中から前記処理手順が実行する処理を前記再生装置が決定できるよ
うに、前記取得されたデジタルデータからコンテンツを生成するために前記処理手順によ
り実行可能な複数の処理の種別と、前記処理手順により実行可能な複数の処理の種別のう
ち、前記取得手順によるデジタルデータの取得時に設定されていた処理の種別とを前記再
生装置において特定可能とするコンテンツ情報を、前記再生装置へ送信する送信手順と
　を実行させ、
　前記送信手順で送信する前記コンテンツ情報は、前記取得されたデジタルデータからコ
ンテンツを生成するために前記処理手順で実行可能な複数の処理の種別と、前記複数の種
別の処理のそれぞれを前記処理手順で実行することにより生成された複数のコンテンツの
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それぞれを取得するためのアドレスと、前記取得手順におけるデジタルデータの取得時に
設定されていた処理の種別とを前記再生装置において特定可能とすることを特徴とするプ
ログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、再生装置にコンテンツを提供する方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ホームネットワークを介して機器を相互接続し、画像、動画、音声などのコンテ
ンツを共有して利用するＵＰｎＰや、ＵＰｎＰをベースとしたＤＬＮＡなどの通信規格が
注目されている。ここで、ＵＰｎＰはＵｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｐｌｕｇ　Ａｎｄ　Ｐｌａｙ
、ＤＬＮＡはＤｉｇｉｔａｌ　Ｌｉｖｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｌｌｉａｎｃｅの略で
ある。
【０００３】
　ＤＬＮＡではデジタルメディアサーバ（ＤＭＳ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｍｅｄｉａ　Ｓｅｒ
ｖｅｒ）と呼ばれるコンテンツ提供装置が規定されている。ＤＭＳは、ホームネットワー
ク内のデジタルメディアプレーヤ（ＤＭＰ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｍｅｄｉａ　Ｐｌａｙｅｒ
）、やデジタルメディアコントローラ（ＤＭＣ：Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｍｅｄｉａ　Ｃｏｎｔ
ｒｏｌｌｅｒ）にコンテンツを提供する。また、ＤＭＳは、ＤＭＰやＤＭＣに、コンテン
ツに関するコンテンツ情報（メタデータ）を提供することができる。コンテンツ情報には
、提供可能なデータ態様（例えば、ファイルフォーマット、コーデック、解像度など）を
含めることができる。
【０００４】
　ＤＭＳの一例としてカメラ装置がある。カメラ装置は、撮像により得られた画像コンテ
ンツをカメラファイルシステム（ＤＣＦ：Ｄｅｓｉｇｎ　ｒｕｌｅ　ｆｏｒ　Ｃａｍｅｒ
ａ　Ｆｉｌｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）内に記憶する。カメラ装置は、ＤＭＰ、ＤＭＣからのコン
テンツ情報の取得要求に応じて、ＤＣＦ内に記憶された画像コンテンツに関するコンテン
ツ情報を、ＤＬＮＡで規定されたＤＩＤＬ－Ｌｉｔｅ形式で提供する。ＤＩＤＬ－Ｌｉｔ
ｅは、Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｉｔｅｍ　Ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｏｎ　Ｌａｎｇｕａｇｅ－Ｌｉｔ
ｅである。
【０００５】
　また、カメラ装置は、ＤＭＰ、ＤＭＣからのコンテンツの取得要求に応じて、ＤＣＦ内
に記憶された画像コンテンツをＪＰＥＧ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｅｘ
ｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）形式で提供する。
【０００６】
　特許文献１には、ＤＭＳがクライアントに提供可能なデータ態様（例えばファイルフォ
ーマット、コーデック、解像度）をクライアントに通知することが記載されている。これ
により、クライアント（ＤＭＰ、ＤＭＣ）は、ＤＭＳが提供可能なデータ態様の中から、
所望のデータ態様のコンテンツを要求できる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特登録０３９４１７００号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　しかしながら、再生装置の状態に適した処理が実行されたコンテンツを、再生装置が再
生できない恐れがあった。
【０００９】
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　例えば、ＤＭＰの設置位置における環境光の状態に適していない色補正処理がＤＭＳに
より行われると、ＤＭＰの状態に適した処理が実行された画像コンテンツを、ＤＭＰで再
生できない恐れがあった。
【００１０】
　また、例えば、ＤＭＰの表示画面を暗くする設定がされているときに、ＤＭＳがＲＡＷ
データに鮮やかでくっきりさせる補正処理をした画像コンテンツを配信すると、再生装置
の状態に適していないコンテンツが再生される恐れがあった。
【００１１】
　また、例えば、ＤＭＳがＲＡＷデータに、鮮やかでくっきりさせる補正処理ができるに
も関わらず、表示特性が暗めのＤＭＰに対して、ＲＡＷデータに忠実な画像コンテンツを
配信すると、再生装置の状態に適していないコンテンツが再生される恐れがあった。
【００１２】
　また、画像コンテンツだけでなく、動画コンテンツや音声コンテンツなどほかのコンテ
ンツについても、同様の課題がある。
【００１３】
　本発明は、上記の問題点に鑑みてなされたものであり、その目的は、再生装置の状態に
、より適した処理が実行されたコンテンツを、再生装置が再生できるようにすることであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　上記課題を解決するために、本発明のコンテンツ提供装置は、例えば、以下の構成を有
する。すなわち、ネットワークを介して再生装置にコンテンツを提供するコンテンツ提供
装置であって、デジタルデータを取得する取得手段と、前記取得手段により取得されたデ
ジタルデータからコンテンツを生成するための複数の処理を実行する処理手段と、前記取
得されたデジタルデータからコンテンツを生成するために前記処理手段により実行可能な
複数の処理の中から前記処理手段が実行する処理を前記再生装置が決定できるように、前
記取得されたデジタルデータからコンテンツを生成するために前記処理手段により実行可
能な複数の処理の種別と、前記取得されたデジタルデータからコンテンツを生成するため
に前記処理手段により実行可能な複数の処理の種別のうち、前記取得手段によるデジタル
データの取得時に設定されていた処理の種別とを前記再生装置において特定可能とするコ
ンテンツ情報を、前記再生装置へ送信する送信手段とを有し、前記送信手段が送信する前
記コンテンツ情報は、前記取得されたデジタルデータからコンテンツを生成するために前
記処理手段により実行可能な複数の処理の種別と、前記複数の種別の処理のそれぞれを前
記処理手段が実行することにより生成された複数のコンテンツのそれぞれを取得するため
のアドレスと、前記取得手段によるデジタルデータの取得時に設定されていた処理の種別
とを前記再生装置において特定可能とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、デジタルデータの取得時に設定されていた種別の処理、あるいは、再
生装置の状態に適した処理がコンテンツ提供装置で実行されたコンテンツを、コンテンツ
提供装置から受信したコンテンツ情報に含まれるアドレスから再生装置が取得して再生で
きるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】実施形態におけるコンテンツ提供システムの構成図。
【図２】実施形態における提供装置２０のハードウェア構成図。
【図３】実施形態における提供装置２０のモジュール構成図。
【図４】補正情報付加部３１２が生成する補正情報の例を示す図。
【図５】画像コンテンツのＲＡＷデータ、及びコンテンツ属性情報と、当該ＲＡＷデータ
に対して実行可能な処理内容の例を示す図。
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【図６】再生装置３０に提供されるコンテンツ情報の構成例を示す図。
【図７】提供装置２０による画像データ取得時の処理を説明するためのフローチャート。
【図８】提供装置２０によるコンテンツ情報の提供処理を説明するためのフローチャート
。
【図９】提供装置２０によるコンテンツの提供処理を説明するためのフローチャート。
【図１０】再生装置３０のモジュール構成図。
【図１１】再生装置３０による補正処理の選択処理を説明するためのフローチャート。
【図１２】補正処理部３１２が提供する補正機能情報の例を示す図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、添付の図面を参照して、本発明の実施形態について説明する。
【００１８】
　図１は、本実施形態におけるコンテンツ提供システムの構成例を示す図である。
【００１９】
　本実施形態では、コンテンツを提供する提供装置２０と、コンテンツを再生する再生装
置３０が、ＬＡＮ１０を介して接続されている。ＬＡＮ１０は、本実施形態におけるホー
ムネットワークとしての有線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、または
無線ＬＡＮ（Ｗｉｒｅｌｅｓｓ　ＬＡＮ）である。ただし、有線ＬＡＮ、無線ＬＡＮに限
らず、ＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、アドホックネットワーク、Ｂｌ
ｕｅｔｏｏｔｈ、Ｚｉｇｂｅｅ、ＵＷＢ、などでもよい。
【００２０】
　なお、本形態では提供装置２０が静止画を撮影するデジタルカメラ、再生装置３０が静
止画を表示するデジタルテレビである場合について説明するが、これに限らない。例えば
、提供装置２０を、動画を撮影するデジタルビデオカメラや、カメラを内蔵した携帯電話
、ＰＣ、音声を記録する音声レコーダーとしても、本発明は適用可能である。また、再生
装置３０をデジタルフォトフレームなどの画像の再生装置や、スピーカーなどの音声の再
生装置としても、本発明は適用可能である。
【００２１】
　提供装置２０（デジタルカメラ）は、再生装置３０（デジタルテレビ）に対してネット
ワークを介してコンテンツを提供するコンテンツ提供装置である。すなわち、提供装置２
０は、被写体を撮像して画像データ（デジタルデータ：ＲＡＷデータ）を取得する。そし
て、提供装置２０は、取得された画像データ（ＲＡＷデータ）に対して補正処理、サイズ
変換、符号化などを行って画像コンテンツを生成し、ホームネットワーク内の再生装置３
０に提供する。また、提供装置２０は、再生装置３０からのコンテンツ情報の取得要求に
応じて、再生装置３０に、コンテンツ情報を提供する。
【００２２】
　本形態のコンテンツ情報には、コンテンツ属性情報、及び、データ態様情報が含まれる
。コンテンツ属性情報には、画像データの撮影日時、撮影機器のモデル名、解像度、撮影
時のシャッタースピード、画像データの識別情報（例えばファイル名）が含まれる。また
、データ態様情報は、提供装置２０が再生装置３０に対して提供可能な画像コンテンツの
データ態様に関する情報である。本形態の提供装置２０は、再生装置３０に対して、複数
のデータ態様で画像コンテンツを提供できる。例えば、提供装置２０は、画像データ（Ｒ
ＡＷデータ）に対して、モノクロ画像にする補正処理を行い、サイズ変換（画素数変換）
を行わず、ＪＰＥＧ形式に符号化したデータ態様で画像コンテンツを提供できる。また、
提供装置２０は、画像データ（ＲＡＷデータ）に対して、補正処理を行わず、画素数を減
らすサイズ変換を行い、ＪＰＥＧ形式に符号化したデータ態様で画像コンテンツを提供で
きる。
【００２３】
　本形態のデータ態様情報は、１つのデータ態様に１つのｒｅｓ要素が対応するように、
複数のｒｅｓ要素を含んで構成されている。また、各ｒｅｓ要素には、画像データ（ＲＡ
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Ｗデータ）に対して提供装置２０が実行する処理の種別に関する情報（補正情報）が含ま
れる。また、複数のｒｅｓ要素のうち、提供装置２０が被写体を撮像したときに、提供装
置２０に設定されていた補正処理が実行されるｒｅｓ要素には、撮像時フラグが含まれる
。また、複数のｒｅｓ要素のうち、補正処理が実行されないｒｅｓ要素には、補正無フラ
グが含まれる。
【００２４】
　図６に、本形態のコンテンツ情報の例を示す。図６において、ＴＭＧ＿０００１が、画
像コンテンツのファイル名である。図６では、ファイル名以外のコンテンツ属性情報の記
載を省略している。
【００２５】
　ｒｅｓ要素６０２～６０７は、提供装置２０が画像データ（デジタルデータ）に対して
提供可能なデータ態様に対応している。図６は、提供装置２０が、ＴＭＧ＿０００１を、
６種類のデータ態様で再生装置３０に提供可能であることを示している。また、ｒｅｓ要
素６０２～６０７のうち、ＤＥＦＡＵＬＴ＿ＳＥＴＴＩＮＧ（撮像時フラグ）が含まれて
いるｒｅｓ要素６０２、６０５は、デジタルデータ（ＲＡＷデータ）の取得時に提供装置
２０に設定されていた補正処理が実行されるデータ態様であることを示している。また、
複数のｒｅｓ要素６０２～６０７のうち、ＮＯ＿ＣＯＲＲＥＣＴＩＯＮ（補正無フラグ）
が含まれているｒｅｓ要素６０４、６０７は、デジタルデータ（ＲＡＷデータ）に対して
補正処理が実行されないデータ態様であることを示している。本形態の提供装置２０は、
再生装置３０からのコンテンツ情報要求に応じてコンテンツ情報を送信する。再生装置３
０は、提供装置２０からのコンテンツ情報を参照することで、ＲＡＷデータに対して提供
装置２０が実行可能な補正処理の種別を知ることができる。コンテンツ情報の詳細につい
ては後述する。
【００２６】
　本実施形態の提供装置２０は、ＤＬＮＡにおけるＤＭＳとしての機能を有する。特に、
提供装置２０は、ＤＭＳにおけるＣＤＳ（Ｃｏｎｔｅｎｔ　Ｄｉｒｅｃｔｏｒｙ　Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ）を有する。ただし、提供装置２０は、ＤＬＮＡにおけるＤＭＳの機能に限らず
、ホームネットワーク内にコンテンツ、及びコンテンツ情報を提供する機能、及びそれら
の複合する機能を有していればよい。
【００２７】
　本実施形態の再生装置３０は、ＤＬＮＡにおけるＤＭＰとしての機能を有する。ただし
、再生装置３０は、ＤＭＰの機能に限らず、ＤＬＮＡにおけるＤＭＣとしての機能を有し
ていても良い。また、再生装置は、ＤＭＰの機能に限らず、ホームネットワーク内でコン
テンツ、及びコンテンツ情報を取得する機能を有していればよい。
【００２８】
　図２は、提供装置２０のハードウェア構成例を示すブロック図である。ＣＰＵ（Ｃｅｎ
ｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）２０１は、提供装置２０全体を制御する。
ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）２０２は、変更を必要としないプログラム
やパラメータを格納する。
【００２９】
　ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）２０３は、外部装置などから供
給されるプログラムやデータを一時記憶する。
【００３０】
　外部記憶装置２０４は、撮像により得られた画像データ（ＲＡＷデータ）や、コンテン
ツ属性情報を記憶する。コンテンツ属性情報には、画像データの撮影日時、撮影機器のモ
デル名、解像度、撮影時のシャッタースピードが含まれる。また、コンテンツ属性情報に
は、画像データの取得時に、提供装置２０に設定されていた補正処理の内容が含まれる。
外部記憶装置２０４の具体的な例は、提供装置２０に固定して設置されたハードディスク
やメモリカードである。また、外部記憶装置２０４は、提供装置２０から着脱可能なフレ
キシブルディスク（ＦＤ）やコンパクトディスク（ＣＤ）等の光ディスク、磁気や光カー
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ド、ＩＣカード、メモリカードなどでも良い。
【００３１】
　ＬＡＮ　Ｉ／Ｆ（Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）２０５は、ＬＡＮ１０に接続するための通信制
御を行う。
【００３２】
　イメージセンサ２０６は、被写体となる対象物からレンズを通して入力された光をアナ
ログ電気信号データに変換するための撮像素子である。イメージセンサ２０６の具体的な
例としては、ＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）、ＣＭＯＳ（Ｃｏ
ｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）等が
挙げられる。
【００３３】
　Ａ／Ｄ（Ａｎａｌｏｇ　Ｄｉｇｉｔａｌ）変換２０７は、イメージセンサ２０６により
取得されたアナログ電気信号データを、デジタルデータに変換する。このデジタルデータ
は、上述したＲＡＷデータ（画像データ）である。
【００３４】
　画像処理プロセッサ２０８は、ＲＡＷデータに対して、シャープネス、コントラスト、
色の濃さ、色合いの補正処理を含む様々な補正処理（現像処理）を実行する。ＲＡＷデー
タは、この補正処理が行われていない画像データである。また、画像処理プロセッサ２０
８は、補正処理後の画像データからＪＰＥＧデータを生成する。システムバス２０９は２
０１～２０８の各ユニットを通信可能に接続する。
【００３５】
　図３は、本実施形態の提供装置２０のモジュール構成例を示すブロック図である。
【００３６】
　ＬＡＮ通信制御部３０１は、ＬＡＮ１０に接続するための通信制御を行う。
【００３７】
　ＳＳＤＰ処理部３０２は、ＬＡＮ通信制御部３０１から、ＳＳＤＰに関連するパケット
を受信し、ＵＰｎＰのＳＳＤＰ（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ　
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）処理を行う。ＳＳＤＰ処理部３０２は、提供装置２０がＤＭＳとして
ＬＡＮ１０上に存在することを、ＬＡＮ１０上のＤＬＮＡ装置に広告する。これは、ＳＳ
ＤＰにおけるａｌｉｖｅメッセージと呼ばれる。また、ＳＳＤＰ処理部３０２は、ＬＡＮ
１０上の他のＵＰｎＰサービスを発見する、あるいは、他のＤＬＮＡ装置からのＵＰｎＰ
サービスの発見に関する応答を行う。なお、本実施形態はＳＳＤＰ処理を利用しているが
、これに限らず、ＷＳ－ＤｉｓｃｏｖｅｒｙやＭＡＣ（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏ
ｎｔｒｏｌ）アドレスなどの別の方法を利用しても良い。
【００３８】
　ＳＯＡＰ処理部３０３は、ＬＡＮ通信制御部３０１から、ＳＯＡＰに関連するパケット
を受信し、ＵＰｎＰのＳＯＡＰ（Ｓｉｍｐｌｅ　Ｏｂｊｅｃｔ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ）処理を行う。ＳＯＡＰ処理部３０３は、他のＵＰｎＰサービスへの要求を行う
、あるいは、他のＤＬＮＡ装置からのＵＰｎＰサービス要求の受け付け、及び応答を行う
。特に、ＳＯＡＰ処理部３０３は、ＬＡＮ１０上の再生装置３０からのコンテンツ情報要
求を受け付ける。
【００３９】
　さらに、ＳＯＡＰ処理部３０３は、再生装置３０からのコンテンツ情報要求に応じて、
再生装置３０にコンテンツ情報を提供する。なお、本実施形態ではＳＯＡＰを利用してい
るが、これに限らず、リモートプロシージャコールなど遠隔のオブジェクトを実行する別
の方法を利用しても良い。
【００４０】
　ＧＥＮＡ処理部３０４は、ＬＡＮ通信制御部３０１から、ＧＥＮＡに関連するパケット
を受信し、ＵＰｎＰのＧＥＮＡ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｅｖｅｎｔ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏ
ｎ　Ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ）処理を行う。ＧＥＮＡ処理部３０４は、ＬＡＮ１０上の
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他のＤＬＮＡ装置へのイベントの追加、または、他のＤＬＮＡ装置が有するＵＰｎＰサー
ビスのイベントの購読を行う。なお、本実施形態ではＧＥＮＡ処理を利用しているが、こ
れに限らず、ＷＳ－Ｅｖｅｎｔｉｎｇ、ＷＳ－Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎなどの別の方法
を利用しても良い。
【００４１】
　制御部３０５は、提供装置２０の全体の制御を行う。制御部３０５は、３０１～３１３
の各モジュールを管理、制御する。
【００４２】
　撮像部３１１は、図２に示したイメージセンサ２０６、Ａ／Ｄ変換２０７を制御して、
デジタルデータ（ＲＡＷデータ）を取得する。また、撮像部３１１は、ＲＡＷデータに関
するコンテンツ属性情報を生成する。制御部３０５は、デジタルデータ（ＲＡＷデータ）
とコンテンツ属性情報とを記憶部３１０に記憶させる。コンテンツ属性情報には、画像デ
ータの撮影日時、撮影機器のモデル名、解像度、撮影時のシャッタースピードが含まれる
。また、コンテンツ属性情報には、画像データの取得時に、提供装置２０に設定されてい
た補正処理の内容が含まれる。
【００４３】
　補正処理部３１２は、撮像部３１１において取得され、記憶部３１０において記憶され
たデジタルデータ（ＲＡＷデータ）から、画像コンテンツを生成するための処理を実行す
る。本形態の補正処理部３１２は、ピクチャスタイルに関する補正処理（現像処理）を行
う。ピクチャスタイルに関する補正処理には、シャープネス、コントラスト、色の濃さ、
色合いの補正処理が含まれる。ただし、これに限らず、例えば、ピクチャスタイルに関す
る補正処理に、ホワイトバランス、トリミング、ノイズリダクション、ダストデリートな
ど、ほかの補正処理を含めることも可能である。なお、本形態ではＲＡＷデータに対して
補正処理を実行する例について説明するが、これに限らず、ＪＰＥＧデータ、ビットマッ
プデータなど他の形式の画像データに対して、補正処理を実行する場合にも、本発明は適
用可能である。また、本形態では、画像データに対して補正処理を行う例について説明し
ているが、これに限らず、動画データや音声データなど、ほかのデジタルデータに対して
補正処理を実行する場合にも、本発明は適用可能である。
【００４４】
　また、補正処理部３１２は、補正情報付加部３０７からの要求に応じて、補正処理部３
１２が実行可能な補正処理の種別を示す補正機能情報を提供する。また、補正処理部３１
２には、ＲＡＷデータに対して標準で適用する補正処理が設定されている。
【００４５】
　画像変換部３１３は、補正処理部３１２により補正処理が実行された画像データを、Ｊ
ＰＥＧデータに変換する。すなわち、撮像部３１１により取得されたデジタルデータ（画
像データ）は、補正処理部３１２による補正処理と、画像変換部３１３による変換処理と
が実行されることによって、画像コンテンツとなる。なお、本実施形態ではＲＡＷデータ
からＪＰＥＧデータへ変換する例について説明したが、これに限らず、ビットマップデー
タ、ＧＩＦ（Ｇｒａｐｈｉｃｓ　Ｉｎｔｅｒｃｈａｎｇｅ　Ｆｏｒｍａｔ）データなどの
形式に変換しても良い。
【００４６】
　コンテンツ情報生成部３０６は、ＳＯＡＰ処理部３０３がコンテンツ情報要求を受信し
たことに応じて、図６に示すような、ＤＩＤＬ－Ｌｉｔｅ形式のコンテンツ情報のうちの
一部を生成する。つまり、コンテンツ情報生成部３０６は、記憶部３１０に記憶されたコ
ンテンツ属性情報を読み出して、コンテンツ情報を生成する。上述のように、記憶部３１
０に記憶されたコンテンツ属性情報には、画像データの撮像日時、撮像機器のモデル名、
解像度、撮像時のシャッタースピード、画像データの識別情報（ファイル名）が含まれる
。
【００４７】
　コンテンツ情報生成部３０６は、図６に示したコンテンツ情報のうち、ｒｅｓ要素６０



(9) JP 5679675 B2 2015.3.4

10

20

30

40

50

３～６０７と、ｒｅｓ要素６０２の撮像時フラグとを含まないコンテンツ情報を生成する
。なお、本実施形態ではＤＩＤＬ－Ｌｉｔｅ形式のコンテンツ情報を生成する例について
説明するが、これに限らず、Ａｔｏｍ　Ｓｙｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｆｏｒｍａｔなどの別
の方法を利用しても良い。
【００４８】
　補正情報付加部３０７は、コンテンツ情報生成部３０６により生成されたコンテンツ情
報を取得する。また、補正情報付加部３０７は、補正処理部３１２がＲＡＷデータに対し
て実行可能な補正処理の種別を示す補正機能情報を、補正処理部３１２から取得する。
【００４９】
　図１２は、補正情報付加部３０７が、補正処理部３１２から取得する実行可能な補正機
能情報の例である。図１２に示すように、補正情報付加部３０７は、例えば、補正処理部
３１２から３つのピクチャスタイルに関する補正機能情報を取得する。すなわち、補正処
理部３１２は、デジタルデータ（ＲＡＷデータ）に対して、３種類のピクチャスタイルに
関する補正処理を実行可能である。本形態では、１つの補正機能情報が、１つのピクチャ
スタイルの補正処理に対応している。また、１つのピクチャスタイルの補正処理には、シ
ャープネス、コントラスト、色の濃さ、色合いの補正処理が含まれる。
【００５０】
　補正機能情報１２０１は、「ピクチャスタイル／スタンダード（ＣＯＲＲＥＣＦＵＮＣ
＿ＰＩＣＴＵＲＥＳＴＹＬＥ＿ＳＴＡＮＤＡＲＤ）」という補正処理に対応する補正機能
情報である。ピクチャスタイル／スタンダードには、ＲＡＷデータから、鮮やかでくっき
りとした画像コンテンツを生成する（コントラスト比を向上させる）ための補正処理（第
１の色変換処理）が含まれる。また、本実施形態において、ピクチャスタイル／スタンダ
ードは、撮影時に設定されていた補正処理である。
【００５１】
　補正機能情報１２０２は、「ピクチャスタイル／モノクロ（ＣＯＲＲＥＣＦＵＮＣ＿Ｐ
ＩＣＴＵＲＥＳＴＹＬＥ＿ＭＯＮＯＣＨＲＯＭＥ）」という補正処理に対応する補正機能
情報である。ピクチャスタイル／モノクロには、ＲＡＷデータに対して、白黒の画像コン
テンツを生成するための補正処理（第２の色変換処理）を含む処理が実行される。
【００５２】
　補正機能情報１２０３は、「ピクチャスタイル／忠実設定（ＣＯＲＲＥＣＦＵＮＣ＿Ｐ
ＩＣＴＵＲＥＳＴＹＬＥ＿ＦＡＩＴＨＦＵＬ）」という補正処理に対応する補正機能情報
である。ピクチャスタイル／忠実設定が選択されると、補正処理部３１２は、ＲＡＷデー
タに対して補正処理を実行しない。
【００５３】
　図４は、補正情報付加部３０７が、補正処理部３１２から取得した実行可能な補正機能
情報に基づいて生成した補正情報の例である。
【００５４】
　補正情報４０１は、補正機能情報１２０１に基づき生成された、「ピクチャスタイル／
スタンダード（ＰＩＣＴＵＲＥＳＴＹＬＥ＿ＳＴＡＮＤＡＲＤ）」に対応する補正情報で
ある。補正情報４０２は、補正機能情報１２０２に基づき生成された、「ピクチャスタイ
ル／モノクロ（ＰＩＣＴＵＲＥＳＴＹＬＥ＿ＭＯＮＯＣＨＲＯＭＥ）」に対応する補正情
報である。補正情報４０３は、補正機能情報１２０３に基づき生成された、「ピクチャス
タイル／忠実設定（ＰＩＣＴＵＲＥＳＴＹＬＥ＿ＦＡＩＴＨＦＵＬ）」に対応する補正情
報である。補正情報４０３は、ＲＡＷデータに対して補正処理を実行しないことを示して
いる。
【００５５】
　なお、本実施形態における図４に示す補正情報４０１～４０３は、図１２で示した補正
機能情報１２０１～１２０３から接頭辞（ＣＯＲＲＥＣＦＵＮＣ＿）を取った値であり、
補正情報と補正機能情報は１対１に対応する。ただし、この形態に限らず、補正情報は、
複数の補正機能情報の組み合わせであっても良い。
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【００５６】
　例えば、本実施形態の各ピクチャスタイルは、より詳細には、シャープネス、コントラ
スト、色の濃さ、色合いの補正処理から構成される。そこで、補正処理部３１２は、補正
情報付加部３０７に、前記４項目を示す補正機能情報を提供するようにしても良い。この
場合、補正情報付加部３０７は、前記４項目の組み合わせから、本形態で使用したピクチ
ャスタイルを示す補正情報を生成し、各ｒｅｓ要素に付加することができる。
【００５７】
　補正情報付加部３０７は、コンテンツ情報生成部３０６から取得したコンテンツ情報に
、補正処理部３１２が実行可能な補正処理の種別に基づくｒｅｓ要素を付加する。すなわ
ち、補正情報付加部３０７は、図６に示すコンテンツ情報のうち、ｒｅｓ要素６０３～６
０７を付加する。ｒｅｓ要素６０３は、ピクチャスタイル／モノクロの補正処理、ＪＰＥ
Ｇ形式、２０４８ｘ２０４８画素のデータ態様に対応する。つまり、再生装置３０によっ
てｒｅｓ要素６０３が選択されると、提供装置２０は、ＲＡＷデータに対してピクチャス
タイル／モノクロの補正処理が行われた２０４８ｘ２０４８画素のＪＰＥＧ形式の画像コ
ンテンツを提供する。
【００５８】
　また、ｒｅｓ要素６０４は、ピクチャスタイル／忠実設定の補正処理、ＪＰＥＧ形式、
２０４８ｘ２０４８画素のデータ態様に対応する。また、補正情報６０５は、ピクチャス
タイル／スタンダードの補正処理、ＪＰＥＧ形式、６４０ｘ４８０画素のデータ態様に対
応する。また、補正情報６０６は、ピクチャスタイル／モノクロの補正処理、ＪＰＥＧ形
式、６４０ｘ４８０画素のデータ態様に対応する。また、補正情報６０７は、ピクチャス
タイル／忠実設定の補正処理、ＪＰＥＧ形式、６４０ｘ４８０画素のデータ態様に対応す
る。
【００５９】
　なお、本形態では、２種類のサイズの画像コンテンツを提供可能である場合について説
明しているが、３種類以上の画像コンテンツを提供可能としても良い。例えば、２０４８
ｘ２０４８画素、６４０ｘ４８０画素のほかに、１２８０ｘ１０２４画素の画像コンテン
ツを提供可能としても良い。この場合、コンテンツ情報が示す処理の種別には、ＲＡＷデ
ータの画素数を第１の画素数（１２８０ｘ１０２４画素）にする第１の画素数変換処理に
関する処理の種別が含まれる。また、コンテンツ情報が示す処理の種別には、ＲＡＷデー
タの画素数を第２の画素数（６４０ｘ４８０画素）にする第２の画素数変換処理に関する
処理の種別が含まれる。
【００６０】
　補正フラグ付加部３０８は、補正情報付加部３０７によりｒｅｓ要素が付加されたコン
テンツ情報を受け取る。そして、補正フラグ付加部３０８は、コンテンツ情報に含まれる
ｒｅｓ要素のうち、画像データ（ＲＡＷデータ）に補正処理を実行しないｒｅｓ要素に補
正無フラグを付加する。すなわち、補正フラグ付加部３０８は、図６に示す６つのｒｅｓ
要素６０２～６０７のうち、忠実設定が設定されているｒｅｓ要素６０４、６０７に補正
無フラグ（ＮＯ＿ＣＯＲＲＥＣＴＩＯＮ）を付加する。
【００６１】
　撮像時フラグ付加部３０９は、補正情報付加部３０７によりｒｅｓ要素が付加されたコ
ンテンツ情報を受け取る。このコンテンツ情報のうち、補正処理を実行しないｒｅｓ要素
には、補正フラグ付加部３０８により補正無フラグが付加されている。また、撮像時フラ
グ付加部３０９は、記憶部３１０から、画像データが撮像されたときに補正処理部３１２
に設定されていた補正処理の種別を取得する。そして、撮像時フラグ付加部３０９は、コ
ンテンツ情報に含まれるｒｅｓ要素のうち、画像データの撮像時に補正処理部３１２に設
定されていた補正処理が行われるｒｅｓ要素に、撮像時フラグを付加する。すなわち、撮
像時フラグ付加部３０９は、図６に示す６つのｒｅｓ要素６０２～６０７のうち、ｒｅｓ
要素６０２、６０５に撮像時フラグ（ＤＥＦＡＵＬＴ＿ＳＥＴＴＩＮＧ）を付加する。
【００６２】
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　なお、コンテンツ情報生成部３０６、補正情報付加部３０７、補正フラグ付加部３０８
、撮像時フラグ付加部３０９により生成されたコンテンツ情報は、ＳＯＡＰ処理部３０３
によって、再生装置３０へ送信される。すなわち、ＳＯＡＰ処理部３０３は、補正処理部
３１２により実行可能な複数の処理の種別を含むコンテンツ情報を、再生装置３０からの
リクエスト（コンテンツ情報要求）に応じて、再生装置３０に送信する。なお、コンテン
ツ情報には、補正処理部３１２により実行可能な複数の処理の種別のうち、撮像部３１１
によるデジタルデータ（ＲＡＷデータ）の取得時に設定されていた処理の種別を再生装置
３０において特定可能とする撮像時フラグを含む。コンテンツ情報を受けた再生装置３０
は、補正処理部３１２により実行可能な複数の処理の中から補正処理部３１２が実行する
処理を決定できる。
【００６３】
　図５は、提供装置２０に記憶されたＲＡＷデータ、及びコンテンツ属性情報と、再生装
置３０に提供可能なデータ態様の例を示す図である。
【００６４】
　５０１は、提供装置２０の記憶部３１０に記憶された画像データ（ＲＡＷデータ）、及
びコンテンツ属性情報である。ＲＡＷデータは、「ＩＭＧ＿０００１．ＣＲ２」というフ
ァイル名で記憶されている。さらに、コンテンツ属性情報には、画像データの撮像時に設
定されていた補正処理である「ピクチャスタイル／スタンダード」が含まれている。また
、コンテンツ属性情報には、画像データの撮像日時、撮像機器のモデル名、解像度、撮像
時のシャッタースピードなどが含まれる。ただし、これらの情報のすべてが含まれていな
くてもよい。
【００６５】
　５０２～５０７は、再生装置３０に提供可能な画像コンテンツのデータ態様を示してい
る。再生装置３０に提供可能な画像コンテンツのデータ態様は、提供装置２０の補正処理
部３１２において実行可能な補正処理の種別、画像変換部３１３により実行可能な変換処
理の種別、及び、提供可能な画像コンテンツのサイズにより決定される。
【００６６】
　データ態様５０２は、ＲＡＷデータと同じ解像度（ＬＡＲＧＥサイズ）で、「ピクチャ
スタイル／スタンダード」の補正処理が適用され、ＪＰＥＧデータに変換されるデータ態
様を示している。データ態様５０２に対応する補正処理は、画像データの撮影時に設定さ
れた補正処理であるため、撮像時フラグ（ＤＥＦＡＵＬＴ＿ＳＥＴＴＩＮＧ）が付加され
る。データ態様５０３は、ＲＡＷデータと同じ解像度（ＬＡＲＧＥサイズ）で、「ピクチ
ャスタイル／モノクロ」の補正処理が適用され、ＪＥＰＥＧデータに変換されるデータ態
様を示している。
【００６７】
　データ態様５０４は、ＲＡＷデータと同じ解像度（ＬＡＲＧＥサイズ）で、「ピクチャ
スタイル／忠実設定」の補正処理が適用され、ＪＰＥＧデータに変換されるデータ態様を
示している。データ態様５０４は、ＲＡＷデータに対して補正処理を実行しないデータ態
様であるため、補正無フラグ（ＮＯ＿ＣＯＲＲＥＣＴＩＯＮ）が付加される。
【００６８】
　データ態様５０５は、ＲＡＷデータを縮小した解像度（ＳＭＡＬＬサイズ）で、「ピク
チャスタイル／スタンダード」の補正処理が適用され、ＪＰＥＧデータに変換されるデー
タ態様を示している。データ態様５０５に対応する補正処理は、画像データの撮影時に設
定された補正処理であるため、撮像時フラグ（ＤＥＦＡＵＬＴ＿ＳＥＴＴＩＮＧ）が付加
される。データ態様５０６は、ＲＡＷデータを縮小した解像度（ＳＭＡＬＬサイズ）で、
「ピクチャスタイル／モノクロ」の補正処理が適用され、ＪＰＥＧデータに変換されるデ
ータ態様を示している。
【００６９】
　データ態様５０７は、ＲＡＷデータを縮小した解像度（ＳＭＡＬＬサイズ）で、「ピク
チャスタイル／忠実設定」の補正処理が適用され、ＪＰＥＧデータに変換されるデータ態
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様を示している。データ態様５０７は、ＲＡＷデータに対して補正処理を実行しないデー
タ態様であるため、補正無フラグ（ＮＯ＿ＣＯＲＲＥＣＴＩＯＮ）が付加される。
【００７０】
　図６は、提供装置２０が、再生装置３０に提供するコンテンツ情報の構成例である。
【００７１】
　ＤＩＤＬ－Ｌｉｔｅ要素６０１は、コンテンツ情報の全体を示している。実際には、Ｄ
ＩＤＬ－Ｌｉｔｅ要素６０１に含まれるｉｔｅｍ要素が、ＲＡＷデータ５０１に関するコ
ンテンツ情報である。
【００７２】
　ｒｅｓ要素６０２～６０７は、図５に示すデータ態様５０２～５０７に関するリソース
情報である。すなわち、図５のデータ態様５０２～５０７と、図６のｒｅｓ要素６０２～
６０７は、１対１で対応する。ｒｅｓ要素６０２に含まれるｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ属性は
、ＪＰＥＧデータの解像度（画素数）を示す。また、ｒｅｓ要素に含まれるｃｏｎｔｅｎ
ｔＵＲＩ＿ＪＰＥＧ＿ＸＸＸは、当該ｒｅｓ要素に対応するデータ態様の画像コンテンツ
（ＪＰＥＧデータ）を取得するためのアドレスを示すＵＲＩである。
【００７３】
　なお、これらのＵＲＩは、ｒｅｓ要素６０２～６０７に対して、それぞれ異なる値が割
り当てられる。従って、提供装置２０は、再生装置３０から指定されたＵＲＩに応じて、
提供する画像コンテンツのデータ態様を判別することができる。すなわち、提供装置２０
は、再生装置３０から指定されたＵＲＩに基づいて、ＲＡＷデータに適用する補正処理の
内容を決定する。ｒｅｓ要素に含まれるｐｒｏｔｏｃｏｌＩｎｆｏ属性値中に含まれる「
ＤＬＮＡ．ＯＲＧ＿ＰＮ」は、ＤＬＮＡで規定されたＪＰＥＧデータ（画像コンテンツ）
の解像度を示している。本形態では、「ＤＬＮＡ．ＯＲＧ＿ＰＮ＝ＪＰＥＧ＿ＬＲＧ」の
場合、最も大きい解像度（ＬＡＲＧＥサイズ）であることを示す。一方、「ＤＬＮＡ．Ｏ
ＲＧ＿ＰＮ＝ＪＰＥＧ＿ＳＭ」の場合、最も小さい解像度（ＳＭＡＬＬサイズ）であるこ
とを示す。
【００７４】
　また、「ＤＬＮＡ．ＯＲＧ＿ＣＩ」は、オリジナルコンテンツであるか否かを示すフラ
グである。「ＤＬＮＡ．ＯＲＧ＿ＣＩ＝０」のｒｅｓ要素は、オリジナルコンテンツのデ
ータ態様に対応する。また、「ＤＬＮＡ．ＯＲＧ＿ＣＩ＝１」のｒｅｓ要素は、オリジナ
ルコンテンツ以外のデータ態様に対応する。本形態において、オリジナルコンテンツとは
、撮像時に設定されていた補正処理がＲＡＷデータに対して実行された画像コンテンツの
データ態様であって、ＲＡＷデータと同じ解像度（画素数）の画像コンテンツのデータ態
様のことを示している。
【００７５】
　そして、ｐｒｏｔｏｃｏｌＩｎｆｏ属性値中に含まれる「ＤＬＮＡ．ＯＲＧ＿ＭＩ」に
は、ＲＡＷデータに対して実行される補正処理の内容が記載される。
【００７６】
　ｒｅｓ要素６０２は、図５に示すデータ態様５０２に対応するｒｅｓ要素である。補正
情報ＤＬＮＡ．ＯＲＧ＿ＭＩには、データ態様５０２が示す補正処理「ピクチャスタイル
／スタンダード」を示す値、及び、撮影時に設定されていた補正処理であることを示す撮
像時フラグが記載される。なお、「ピクチャスタイル／スタンダード」には、ＲＡＷデー
タから、鮮やかでくっきりした画像コンテンツを生成する（コントラスト比を向上させる
）ための補正処理（第１の色変換処理）が含まれる。
【００７７】
　ｒｅｓ要素６０３は、図５に示すデータ態様５０３に対応するｒｅｓ要素である。補正
情報ＤＬＮＡ．ＯＲＧ＿ＭＩには、データ態様５０３が示す補正処理「ピクチャスタイル
／モノクロ」を示す値が記載される。なお、「ピクチャスタイル／モノクロ」には、ＲＡ
Ｗデータのからモノクロの画像コンテンツを生成するための補正処理（第２の色変換処理
）が含まれる。
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【００７８】
　ｒｅｓ要素６０４は、図５に示すデータ態様５０４に対応するｒｅｓ要素である。補正
情報ＤＬＮＡ．ＯＲＧ＿ＭＩには、データ態様５０４が示す補正処理「ピクチャスタイル
／忠実設定」を示す値、及び、ＲＡＷデータに対して補正処理が実行されないことを示す
補正無フラグが記載される。すなわち、コンテンツ情報が示す処理の種別には、ＲＡＷデ
ータに対して補正処理部３１２による処理を行わずに送信することを示す種別が含まれる
。
【００７９】
　ｒｅｓ要素６０５は、図５に示すデータ態様５０５に対応するｒｅｓ要素である。補正
情報ＤＬＮＡ．ＯＲＧ＿ＭＩには、データ態様５０５が示す補正処理「ピクチャスタイル
／スタンダード」を示す値、及び、撮影時に設定されていた補正処理であることを示す撮
像時フラグが記載される。ｒｅｓ要素６０６は、図５に示すデータ態様５０６に対応する
ｒｅｓ要素である。補正情報ＤＬＮＡ．ＯＲＧ＿ＭＩには、データ態様５０６が示す補正
処理「ピクチャスタイル／モノクロ」を示す値が記載される。ｒｅｓ要素６０７は、図５
に示すデータ態様５０７に対応するｒｅｓ要素である。補正情報ＤＬＮＡ．ＯＲＧ＿ＭＩ
には、データ態様５０７が示す補正処理「ピクチャスタイル／忠実設定」を示す値、及び
、ＲＡＷデータに対して補正処理が実行されないことを示す補正無フラグが記載される。
【００８０】
　図７は、本実施形態の提供装置２０によるコンテンツ属性情報の生成処理を示すフロー
チャートである。なお、本形態では、図７の処理を、提供装置２０であるデジタルカメラ
が、被写体を撮像したときに実行する。また、本形態では、図７の処理を、提供装置２０
のＣＰＵ２０１が、ＲＯＭ２０２に記憶されているプログラムを読み出して各部を制御す
ることにより、実現される。ただし、図７の処理の一部もしくは全部を、専用のハードウ
ェアによって行うようにすることも可能である。なお、後述の図８、図９のフローチャー
トも同様にＲＯＭ２０２に記憶されているＣＰＵ２０１のプログラムである。
【００８１】
　ステップＳ７０１において、撮像部３１１は、図２に示したイメージセンサ２０６を用
いて被写体を撮像し、アナログ電気信号データを取得する。
【００８２】
　ステップＳ７０２（取得手順）において、撮像部３１１は、ステップＳ７０１で得られ
たアナログ電気信号データからデジタルデータ（ＲＡＷデータ）を取得する。なお、本形
態では、提供装置２０が、撮像によってＲＡＷデータを取得することについて説明してい
るが、他の装置によって撮像されたＲＡＷデータを取得しても良い。ステップＳ７０３に
おいて、記憶部３１０は、ステップＳ７０２で生成されたＲＡＷデータを記憶する。
【００８３】
　ステップＳ７０４において、撮像部３１１は、ステップＳ７０２で得られた画像データ
（ＲＡＷデータ）に関するコンテンツ属性情報を生成する。コンテンツ属性情報には、画
像データの撮影日時、撮影機器のモデル名、解像度、撮影時のシャッタースピード、画像
データを識別するための識別情報（例えばファイル名）が含まれる。ただし、これらの一
部が含まれなくてもよい。
【００８４】
　ステップＳ７０５において、補正情報付加部３０７は、ステップＳ７０１における撮像
時に標準で設定されていた補正処理の種別を示す撮影時補正情報を、補正処理部３１２か
ら取得する。具体的には、図１２の補正機能情報１２０１が取得される。そして、補正情
報付加部３０７は、取得された撮影時補正情報に応じて、撮影時に設定されていた補正処
理の種別を、コンテンツ属性情報に付加する。
【００８５】
　ステップＳ７０６において、記憶部３１０は、ステップＳ７０５で生成されたコンテン
ツ属性情報を、ステップＳ７０２で取得されたＲＡＷデータと共に記憶する。
【００８６】
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　図８は、本実施形態の提供装置２０が、ＬＡＮ１０上の再生装置３０からコンテンツ情
報要求を受信した際の処理を示すフローチャートである。
【００８７】
　ステップＳ８０１において、ＳＯＡＰ処理部３０３は、ＬＡＮ１０上の再生装置３０か
らコンテンツ情報要求を受信する。具体的には、ＳＯＡＰ処理部３０３は、再生装置３０
からＣＤＳのＢｒｏｗｓｅアクションを受信する。
【００８８】
　ステップＳ８０２において、コンテンツ情報生成部３０６は、ステップＳ８０１で受信
したコンテンツ情報要求に対応する画像データのコンテンツ属性情報を、記憶部３１０か
ら取得する。
【００８９】
　例えば、ステップＳ８０１で受信したコンテンツ情報要求にファイル名が含まれている
場合、コンテンツ情報生成部３０６は、当該ファイル名に対応する画像データに関するコ
ンテンツ属性情報を、記憶部３１０から取得する。一方、ステップＳ８０１で受信したコ
ンテンツ情報要求に撮影日が含まれている場合、コンテンツ情報生成部３０６は、当該撮
影日に撮影された画像データに関するコンテンツ属性情報を、記憶部３１０から取得する
。
【００９０】
　ステップＳ８０２で取得されるコンテンツ属性情報には、画像データを識別するための
ファイル名、撮影日時、撮影機器のモデル名、解像度、シャッタースピード、撮影時に設
定されていた補正処理の種別に関する情報が含まれる。ただし、これらの情報のうちの一
部が含まれていなくても良い。ステップＳ８０３において、補正情報付加部３０７は、補
正処理部３１２から補正機能情報を取得する。補正機能情報は、画像データに対して、補
正処理部３１２が実行可能な補正処理の種別を示す情報である。なお、ステップＳ８０２
とステップＳ８０３の処理は、並行して行っても良いし、逆の順序で行っても良い。
【００９１】
　ステップＳ８０４において、コンテンツ情報生成部３０６は、ステップＳ８０２で取得
されたコンテンツ属性情報に基づいて、ＤＩＤＬ－Ｌｉｔｅ形式のコンテンツ情報を生成
する。ステップＳ８０４で生成されるコンテンツ情報は、図６で示したコンテンツ情報の
うち、ｒｅｓ要素６０３～６０７と、撮像時フラグと、補正無フラグとが含まれていない
コンテンツ情報である。
【００９２】
　ステップＳ８０５において、補正情報付加部３０７は、ステップＳ８０３で取得された
補正機能情報に基づいて、ｒｅｓ要素（リソース情報）を１つ生成し、コンテンツ情報に
付加する。具体的には、補正情報付加部３０７は、ステップＳ８０３で取得された補正機
能情報の１つ（例えば、図１２の１２０２）に基づいて、補正情報（例えば図４の１２０
２）を生成し、ｒｅｓ要素（例えば図６のｒｅｓ要素６０３）を生成する。ただし、補正
機能情報の１つ（例えば、図１２の１２０２）に基づいて、複数のｒｅｓ要素（例えば図
６のｒｅｓ要素６０３と６０６）を生成しても良い。
【００９３】
　ステップＳ８０６において、補正フラグ付加部３０８は、ステップＳ８０５で付加され
たｒｅｓ要素が、ＲＡＷデータに補正処理を実行しないｒｅｓ要素であるか否かを判定す
る。本実施形態では、ｒｅｓ要素に「ピクチャスタイル／忠実設定」の種別が含まれてい
る場合、補正フラグ付加部３０８は、補正処理を実行しないｒｅｓ要素であると判定し、
ステップＳ８０８に進む。一方、補正フラグ付加部３０８は、補正処理を実行するｒｅｓ
要素であると判定した場合、ステップＳ８０７に進む。ステップＳ８０７において、補正
フラグ付加部３０８は、ステップ８０５で付加されたｒｅｓ要素に、補正無フラグを付加
する。
【００９４】
　ステップＳ８０８において、撮像時フラグ付加部３０９は、ステップＳ８０５で付加さ
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れたｒｅｓ要素が、撮像時に設定されていた補正処理を実行するｒｅｓ要素であるか否か
を判定する。本実施形態では、ｒｅｓ要素に「ピクチャスタイル／スタンダード」の種別
が含まれている場合、撮像時フラグ付加部３０９は、撮影時に設定されていた補正処理を
実行するｒｅｓ要素であると判定し、ステップＳ８０９に進む。一方、撮像時フラグ付加
部３０９は、撮影時に設定されていた補正処理を実行するｒｅｓ要素でないと判定した場
合、ステップＳ８１０に進む。ステップＳ８０９において、撮像時補正フラグ付加部３０
９は、ステップＳ８０５で付加されたｒｅｓ要素に、撮像時フラグを付加する。
【００９５】
　ステップＳ８１０において、補正情報付加部３０７は、全てのｒｅｓ要素（リソース情
報）を付加したか否か判定する。全てのリソース情報を付加したと判定された場合、ステ
ップＳ８１１に進み、全てのリソース情報を付加していないと判定された場合、ステップ
Ｓ８０５に戻り、次のｒｅｓ要素を付加する。
【００９６】
　ステップＳ８１１（送信手順）において、ＳＯＡＰ処理部３０３は、コンテンツ情報を
、再生装置３０に送信する。具体的には、ＳＯＡＰ処理部３０３は、ＣＤＳのＢｒｏｗｓ
ｅアクションの応答として、コンテンツ情報を再生装置３０に送信する。
【００９７】
　すなわち、ＳＯＡＰ処理部３０３は、補正処理部３１２により実行可能な複数の処理の
種別を含むコンテンツ情報を、再生装置３０からのリクエスト（コンテンツ情報要求）に
応じて、再生装置３０に送信する。なお、コンテンツ情報には、補正処理部３１２により
実行可能な複数の処理の種別のうち、撮像部３１１によるデジタルデータ（ＲＡＷデータ
）の取得時に設定されていた処理の種別を再生装置３０において特定可能とする撮像時フ
ラグを含む。また、コンテンツ情報を受けた再生装置３０は、補正処理部３１２により実
行可能な複数の処理の中から補正処理部３１２が実行する処理を決定できる。
【００９８】
　図９は、提供装置２０が、ＬＡＮ１０上の再生装置３０からコンテンツ要求を受信した
際の処理を示すフローチャートである。
【００９９】
　ステップＳ９０１において、制御部３０５は、コンテンツ情報を受信した再生装置３０
から、コンテンツ要求を受信する。コンテンツ要求には、ＵＲＩが含まれる。ＵＲＩは、
画像コンテンツの識別情報と、そのデータ態様に１対１で対応している。つまり、コンテ
ンツ要求には、補正処理部３１２により実行可能な処理の種別の中から実行する処理の種
別を指定する指定情報が含まれる。
【０１００】
　ステップＳ９０２において、補正処理部３１２は、ステップＳ９０１で取得されたＵＲ
Ｉに基づき、再生装置３０から要求されている画像コンテンツに対応するＲＡＷデータを
、記憶部３１０から取得する。ステップＳ９０３において、補正情報付加部３０７は、ス
テップＳ９０１で取得されたＵＲＩに基づき、ステップＳ９０２で取得されたＲＡＷデー
タに対して実行する補正処理の種別を決定する。
【０１０１】
　ステップＳ９０４（処理手順）において、補正情報付加部３０７は、ステップＳ９０３
で決定された補正処理を、補正処理部３１２に対して依頼する。そして、補正処理部３１
２は、補正情報付加部３０７からの依頼に応じて、ステップＳ９０２で取得されたＲＡＷ
データに対して処理を実行する。本形態の補正処理部３１２は、ＲＡＷデータに対してピ
クチャスタイルに関する補正処理を実行する。ピクチャスタイルに関する補正処理には、
シャープネス、コントラスト、色の濃さ、色合いの補正処理が含まれる。
【０１０２】
　ステップＳ９０５において、画像変換部３１３は、ステップＳ９０４において補正処理
が適用された画像データをＪＰＥＧデータに変換し、画像コンテンツを生成する。ステッ
プＳ９０６において、制御部３０５は、補正処理部３１２、及び画像変換部３１３の処理
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により生成された画像コンテンツ（ＪＰＥＧデータ）を、ＬＡＮ通信制御部３０１を介し
て、再生装置３０に送信する。
【０１０３】
　本形態の提供装置２０は、提供装置２０が提供可能な６種類のデータ態様を示すコンテ
ンツ情報を、再生装置３０に提供する例について説明した。再生装置３０は、受信したコ
ンテンツ情報に含まれるデータ態様の情報を参照することにより、提供装置２０が実行可
能な補正処理の種別を知ることができる。
【０１０４】
　従って、再生装置３０は、提供装置２０が提供するコンテンツ（画像コンテンツ）が、
デジタルデータ（ＲＡＷデータ）に対してどのような補正処理が実行されたのかを知るこ
とができる。また、再生装置３０は、提供装置２０が提供可能なデータ態様のうち、再生
装置３０の状況に応じたデータ態様を選択することができる。再生装置３０の状況とは、
例えば、再生装置３０が設置されている環境や、再生装置３０の設定内容である。
【０１０５】
　また、本形態の提供装置２０は、１つのＲＡＷデータに基づく複数のデータ態様の画像
コンテンツを、１つのコンテンツ情報としてまとめて再生装置３０に提供する。このよう
にすることで、提供可能なデータ態様の数だけ、コンテンツ情報を提供するよりも、コン
テンツ情報の生成や管理などに関する処理を簡単にすることができる。また、このように
することで、ユーザは、データ態様ごとに異なる画像コンテンツとして認識する場合より
も、簡単に視聴したい画像コンテンツを選択できるようになる。
【０１０６】
　例えば、提供装置２０が、撮影日を含むコンテンツ情報要求の受信に応じて、撮影日が
対応する複数の画像データについて、データ態様ごとのコンテンツ情報を再生装置３０に
提供すると、再生装置３０では、多数のサムネイルが表示されてしまう恐れがある。つま
り、指定された撮影日に撮像された画像データが１０枚あり、提供可能なデータ態様が６
種類ある場合、再生装置３０において、６０枚のサムネイル画像が表示されてしまう可能
性がある。これに対し、本形態では、１つのＲＡＷデータに対応するデータ態様は、１つ
のコンテンツ情報としてまとめて再生装置３０に提供するので、表示されるサムネイル画
像を、１０枚にすることができる。すなわち、提供装置２０、及び、再生装置３０は、デ
ータ態様の数に関わらず、１つのＲＡＷデータに基づく画像コンテンツを、１つの画像コ
ンテンツとして扱うことができる。
【０１０７】
　次に、本形態の再生装置３０の構成及び動作について説明する。なお、本形態における
再生装置３０のハードウェアの構成は、図２と同様である。
【０１０８】
　図１０は、再生装置３０のモジュール構成例を示すブロック図である。なお、再生装置
３０は、提供装置２０からネットワークを介して受信した画像コンテンツを再生する再生
装置である。
【０１０９】
　ＬＡＮ通信制御部１００１は、ＬＡＮ１０に接続するための通信制御を行う。
【０１１０】
　ＳＳＤＰ処理部１００２は、ＬＡＮ通信制御部１００１を介して、ＵＰｎＰのＳＳＤＰ
処理を行う。特に、ＳＳＤＰ処理部１００２は、ＬＡＮ１０上に存在する提供装置２０を
発見する。具体的には、ＳＳＤＰ処理部１００２は、ＬＡＮ１０上に存在するＤＬＮＡ装
置を検索するためのメッセージ（Ｍ－ＳＥＡＲＣＨメッセージ）を送信する。また、ＳＳ
ＤＰ処理部１００２は、提供装置２０がＤＭＳとしてＬＡＮ１０上に存在すること示すた
めの広告メッセージ（ａｌｉｖｅメッセージ）を受信する。なお、本形態はＳＳＤＰ処理
を利用しているが、これに限らず、ＷＳ－ＤｉｓｃｏｖｅｒｙやＭＡＣアドレスなどの別
の方法を利用しても良い。
【０１１１】
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　ＳＯＡＰ処理部１００３は、ＬＡＮ通信制御部１００１を介して、ＵＰｎＰのＳＯＡＰ
処理を行う。特に、ＳＯＡＰ処理部１００３は、提供装置２０に対して、コンテンツ情報
要求、及びコンテンツ要求を送信する。なお、コンテンツ情報要求は、図６に示したよう
なコンテンツ情報を取得するための要求である。また、コンテンツ要求は、画像コンテン
ツの要求であり、ＵＲＩが含まれる。なお、本形態ではＳＯＡＰ処理を利用しているが、
これに限らず、リモートプロシージャコールなど遠隔のオブジェクトを実行する別の方法
を利用しても良い。
【０１１２】
　ＧＥＮＡ処理部１００４は、ＬＡＮ通信制御部１００１を介して、ＵＰｎＰのＧＥＮＡ
処理を行う。特に、ＧＥＮＡ処理部１００４は、提供装置２０に対して、イベントの購読
を行い、提供装置２０が発行したイベントを受信する。なお、本形態ではＧＥＮＡ処理を
利用しているが、これに限らず、ＷＳ－Ｅｖｅｎｔｉｎｇ、ＷＳ－Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉ
ｏｎなどの別の方法を利用しても良い。
【０１１３】
　制御部１００５は、再生装置３０の全体の制御を行う。制御部１００５は、１００１～
１００９の各モジュールを管理、制御する。
【０１１４】
　補正情報抽出部１００６は、提供装置２０から取得したコンテンツ情報中に含まれる補
正情報を抽出する。補正情報は、ｒｅｓ要素（リソース情報）中に含まれている。本形態
の補正情報抽出部１００６は、図６に示すコンテンツ情報から、「ピクチャスタイル／ス
タンダード」、「ピクチャスタイル／モノクロ」、「ピクチャスタイル／忠実設定」の３
つの補正情報を取得する。本形態の補正情報抽出部１００６は、図６で示したようなコン
テンツ情報を取得すると、各ｒｅｓ要素６０２～６０７（リソース情報）に含まれる「Ｄ
ＬＮＡ．ＯＲＧ＿ＭＩ」を抽出する。
【０１１５】
　状態取得部１００７は、再生装置３０の現在の状態を取得する。本形態の状態取得部１
００７は、再生装置３０の現在の状態として、次の３つの状態のうち少なくともいずれか
の状態を取得する。
【０１１６】
　１つ目の状態は、画像コンテンツを表示する表示部１００９の表示特性に関する状態で
ある。表示特性とは、輝度、コントラスト、ガンマ、色温度など、表示部１００９が持つ
パラメータである。すなわち、状態取得部１００７は、画像コンテンツを再生する再生画
面の設定に関する設定情報を取得する。
【０１１７】
　２つ目の状態は、再生装置３０が設置されている場所における視聴環境特性に関する状
態である。視聴環境特性とは、照明の明るさ、照明の色温度など、画像コンテンツを再生
する再生画面の周囲の環境光に応じたパラメータである。すなわち、状態取得部１００７
は、画像コンテンツを再生する再生画面の周囲の環境光に関する環境光情報を取得する。
本形態の状態取得部１００７は、環境光情報をセンサによって取得するが、これに限らず
、例えばユーザが入力するようにしても良い。
【０１１８】
　３つ目の状態は、再生装置３０におけるコンテンツの表示機能内容に関する状態である
。表示機能内容とは、忠実表示モード、白黒表示モード、撮像時設定モードなど、再生装
置３０のアプリケーション上での設定内容に関するパラメータである。
【０１１９】
　補正情報決定部１００８は、状態取得部１００７で取得された再生装置３０の状態に基
づき、補正情報抽出部１００６で抽出された複数の補正情報から、最適な補正情報を決定
する。補正情報が決定されることにより、ＲＡＷデータに対して実行される補正処理の種
別が決定される。
【０１２０】
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　例えば、状態取得部１００７が、表示部１００９の表示特性に関する状態として、表示
特性が明るく、高精細であることを示す状態を取得したとする。この場合、補正情報決定
部１００８は、抽出された補正情報から、補正無フラグが含まれている補正情報を、最適
な補正情報として決定する。一方、状態取得部１００７が、表示部１００９の表示特性に
関する状態として、表示特性が暗いことを示す状態を取得すると、補正情報決定部１００
８は、抽出された補正情報から、「ピクチャスタイル／スタンダード」を、最適な補正情
報として決定する。「ピクチャスタイル／スタンダード」は、ＲＡＷデータから、鮮やか
でくっきりした画像コンテンツを得るための補正情報に対応する。
【０１２１】
　また、例えば、状態取得部１００７が、視聴環境特性に関する状態として、視聴環境が
暗いことを示す状態を取得したとする。この場合、補正情報決定部１００８は、抽出され
た補正情報から、「ピクチャスタイル／スタンダード」を、最適な補正情報として決定す
る。一方、状態取得部１００７が、視聴環境特性に関する状態として、視聴環境が明るい
ことを示す状態を取得したとする。この場合、補正情報決定部１００８は、抽出された補
正情報から、補正無フラグが含まれている補正情報（「ピクチャスタイル／忠実設定」）
を、最適な補正情報として決定する。
【０１２２】
　また、例えば、状態取得部１００７が、表示機能内容に関する状態として、白黒表示モ
ードが設定中であることを示す状態を取得したとする。この場合、補正情報決定部１００
８は、抽出された補正情報から、ＲＡＷデータを白黒にする補正処理に対応する「ピクチ
ャスタイル／モノクロ」を、最適な補正情報として決定する。
【０１２３】
　なお、補正情報決定部１００８は、複数の状態を取得し、いずれかの状態を優先して補
正情報を決定することも可能である。
【０１２４】
　例えば、補正情報決定部１００８は、再生装置３０に白黒表示モードが設定中である場
合は、視聴環境特性に関わらず、「ピクチャスタイル／モノクロ」を最適な補正情報とし
て決定する。
【０１２５】
　また、補正情報決定部１００８は、上記の複数の状態の組み合わせに基づいて、補正情
報を決定することも可能である。補正情報決定部１００８は、複数の状態ごとに優先度を
設定し、それぞれ優先度に応じた重み付けを行って、補正情報を決定できる。表示部１０
０９は、取得した画像コンテンツを表示するディスプレイである。
【０１２６】
　図１１は、本形態の再生装置３０の処理を示すフローチャートである。本形態では、図
１１の処理を、再生装置３０のＣＰＵ２０１が、ＲＯＭ２０２に記憶されているプログラ
ムを読み出して各部を制御することにより、実現される。ただし、図１１の処理の一部も
しくは全部を、専用のハードウェアによって行うようにすることも可能である。
【０１２７】
　ステップＳ１１０１において、ＳＯＡＰ処理部１００３は、ＬＡＮ１０上の提供装置２
０に対して、コンテンツ情報要求を送信する。具体的には、ＳＯＡＰ処理部１００３は、
提供装置２０に対して、ＣＤＳのＢｒｏｗｓｅアクションを送信する。ステップＳ１１０
２（受信手順）において、ＳＯＡＰ処理部１００３は、提供装置２０からコンテンツ情報
を受信する。具体的には、ＳＯＡＰ処理部１００３は、提供装置２０から、ＣＤＳのＢｒ
ｏｗｓｅアクション応答を受信する。
【０１２８】
　ステップＳ１１０３において、補正情報抽出部１００６は、ステップＳ１１０２におい
て取得されたコンテンツ情報に基づいて、補正情報を抽出する。すなわち、補正情報抽出
部１００６は、ステップＳ１１０３において、提供装置２０がデジタルデータ（ＲＡＷデ
ータ）に対して実行可能な処理の種別に関する情報を取得する。本形態の補正情報抽出部
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１００６は、「ピクチャスタイル／スタンダード」、「ピクチャスタイル／モノクロ」、
「ピクチャスタイル／忠実設定」の３つの補正情報を抽出する。
【０１２９】
　ステップＳ１１０４において、状態取得部１００７は、再生装置３０の現在の状態とし
て、表示特性に関する状態（設定情報）の取得（状況取得）、視聴環境特性に関する状態
（例えば環境光情報）の取得（環境取得）、表示機能内容に関する状態の取得の少なくと
もいずれかを行う。
【０１３０】
　ステップＳ１１０５において、補正情報決定部１００８は、ステップＳ１１０４におい
て取得された状態に基づき、ステップＳ１１０３において抽出された複数の補正情報から
、最適な補正情報を決定する。
【０１３１】
　ステップＳ１１０６（決定手順）において、補正情報決定部１００８は、ステップＳ１
１０５において決定された最適な補正情報を含むｒｅｓ要素（リソース情報）から、１つ
のｒｅｓ要素を決定し、当該ｒｅｓ要素からＵＲＩを取得する。すなわち、補正情報決定
部１００８は、コンテンツ情報が示す複数の処理の種別のうち、提供装置２０に実行させ
る処理の種別を決定する。なお、本形態の補正情報決定部１００８は、最適な補正情報に
対応するｒｅｓ要素が複数存在する場合、解像度に基づいて、ｒｅｓ要素を決定する。さ
らに、ステップＳ１１０６において、補正情報決定部１００８は、取得されたＵＲＩを含
むコンテンツ要求を、ＬＡＮ通信制御部１００１を介して再生装置３０へ送信する。
【０１３２】
　以上説明したように、再生装置３０は、提供装置２０からコンテンツ情報を取得する。
そして、再生装置３０は、取得したコンテンツ情報に含まれる補正情報から、最適な補正
処理が適用される補正情報を、現在の状態に基づいて決定する。
【０１３３】
　本発明によれば、再生装置３０の状態に、より適した処理が実行されたコンテンツを、
再生装置３０が再生できるようになる。例えば、表示部１００９の表示特性が暗い場合、
再生装置３０は、ＲＡＷデータに対して鮮やかで、くっきりした補正処理が実行された画
像コンテンツを提供装置２０にリクエストすることができる。
【０１３４】
　また、再生装置３０は、表示部１００９の表示特性、視聴環境特性、表示機能内容の組
み合わせに基づいて、提供装置２０が実行する処理を決定することができる。これにより
、例えば、表示部１００９の視聴環境特性（環境光）が明るめであっても、表示画面の表
示特性が暗めであれば、よりくっきりした画像コンテンツが得られるように、最適な補正
処理を決定できる。
【０１３５】
　また、再生装置３０の補正情報決定部１００８は、補正処理が適用されない補正情報に
決定する場合、補正無フラグが含まれている補正情報を選択すれば良い。これにより、再
生装置３０における補正情報の内容を比較する処理を軽減できる。
【０１３６】
　また、再生装置３０の補正情報決定部１００８は、画像データ（ＲＡＷデータ）が生成
されたときに設定されていた補正処理が適用される補正情報に決定する場合、撮像時フラ
グが含まれている補正情報を選択すれば良い。これにより、再生装置３０における補正情
報の内容を比較する処理を軽減できる。
【０１３７】
　なお、本実施形態では、ピクチャスタイルに関する補正処理の種別に応じて、シャープ
ネス、コントラスト、色の濃さ、色合いの補正処理の処理の種別が決定される例について
説明した。例えば、ピクチャスタイル／スタンダードが選択されると、シャープネス、コ
ントラスト、色の濃さ、色合いのすべての項目について、撮像時の設定に応じた処理が適
用される。しかしながら、これらの補正処理を、個別に指定できるようにすることも可能



(20) JP 5679675 B2 2015.3.4

10

20

30

である。例えば、再生装置３０は、シャープネスとコントラストは、撮影時に設定されて
いた処理の種別を実行させ、色の濃さや色合いについては、補正処理をしないように、提
供装置２０に依頼することも可能である。
【０１３８】
　すなわち、撮像部３１１によるデジタルデータ（ＲＡＷデータ）の取得時に設定されて
いた第１の処理（シャープネスの補正処理）と、取得時に設定されていなかった第２の処
理（色の濃さの補正処理）とを指定する指定情報を、提供装置２０に送信する。このよう
な指定情報を受信した場合、補正処理部３１２は、それぞれ指定された第１、第２の処理
を行って得られた画像コンテンツをＬＡＮ通信制御部３０１を介して再生装置３０に送信
する。
【０１３９】
　また、本形態の提供装置２０は、再生装置３０からのコンテンツ要求に応じて画像コン
テンツを提供する際に、画像コンテンツと共に、コンテンツ情報を、再生装置３０に対し
て送信する。このようにすることで、例えば、再生装置３０の視聴環境が変化した場合に
、最適な補正処理を選択しなおして、新たなコンテンツ要求を提供装置２０に送信できる
ようになる。
【０１４０】
　また、上記の実施形態では、状態取得部１００７により取得された状態に基づいて、最
適な状態を決定する場合について説明したが、これに限らない。例えば、コンテンツ情報
の受信に応じて、再生装置３０の制御部１００５が、提供装置２０が実行可能な処理の種
別を表示部１００９に表示させ、その中からユーザに処理の種別を選択させることも可能
である。この場合、ユーザは、表示部１００９に表示された処理の種別の中から、提供装
置２０に実行させる処理の種別を、不図示の入力部（例えばマウスやキーボード）を用い
て入力する。そして、補正情報決定部１００８は、入力部からの入力に基づいて、提供装
置２０に実行させる処理の種別を決定する。
【０１４１】
　＜その他の実施形態＞
　本発明は、以下の処理を実行することによっても実現される。即ち、上述した実施形態
の機能を実現するソフトウェア（プログラム）を、ネットワーク又は各種記憶媒体を介し
てシステム或いは装置に供給し、そのシステム或いは装置のコンピュータ（またはＣＰＵ
やＭＰＵ等）がプログラムを読み出して実行する処理である。
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